
（別添１）

令和3年1月21日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

飛騨市公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

濃飛乗合自動車㈱

神岡東部線

【運行区間】
①濃飛バス神岡営業所～東雲～濃飛
バス神岡営業所
②濃飛バス神岡営業所～老健たかは
ら～濃飛バス神岡営業所
③割石温泉～東雲～濃飛バス神岡営
業所

【前回の事業評価結果】
利用状況等の把握が明確に
されていると推察されること
から効果的な施策が行われ
ることを期待する。

【反映状況】
当該路線は運行開始時より
利用者数が増加しており、
継続して運行した。

A
事業が計画に基づき適切に実施
された。

Ｂ

【目標】
・利用者数：2,740人
・収支率：10％以上（全体）

【結果】
・利用者数：2,399人
・収支率：全体7.7％（路線単独
4.3％）

利用者数及び収支率ともに目標
達成とはならなかったものの、対
前年比の利用者数では-1％で
あった。

【改善点・改善策】
　利用の少ない便が明確となってきた
ため、減便や便の統合を実施する。
（令和2年10月実施）

【特記事項】
　再編以降毎年利用者数が増加してい
たが、今年度はコロナの影響で３月４
月に大幅に利用が減少（対前年比-
30％）となっており、全体の利用者数減
少となった。以降は利用者数が戻って
きており、地域に定着した路線となって
いることから、効率的な見直しを図り、
路線維持に努めたい。

濃飛乗合自動車㈱

柏原線

【運行区間】
①濃飛バス神岡営業所～寺林公民館
～柏原パーキング
②割石温泉～寺林公民館～柏原パー
キング
③濃飛バス神岡営業所～神岡小学校
～柏原パーキング

【前回の事業評価結果】
利用状況等の把握が明確に
されていると推察されること
から効果的な施策が行われ
ることを期待する。

【今回の反映】
令和元年度に、効率化の観
点から利用の少ない便を減
便しており、今年度は見直し
等は行わず継続して運行し
た。

A
事業が計画に基づき適切に実施
された。

Ｂ

【目標】
・利用者数：1,500人
・収支率：10％以上（全体）

【結果】
・利用者数：1,721人
・収支率：全体7.7％（路線単独
3.2％）

利用者数については34％増であ
り目標を達成した。収支率につ
いては、利用者増により増加し
たものの目標は未達成となっ
た。

【特記事項】
　柏原線の終点～飛騨古川駅間を運
行する実証実験神原峠線と接続してお
り、神原峠線の利用者数増加に伴い、
当路線の利用者数も増加した。
　ただし、ほとんど利用のない便もある
ため、効率的な運行となるよう見直しを
検討したい。
　実証実験路線単独及び柏原線単独
では利用者数が少ないことから、費用
面と運行の効果を検証し見直しを検討
したい。
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（別添１）

令和3年1月21日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

飛騨市公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

C

【目標】
・利用者数：11,000人
・収支率：10％以上（全体）

【結果】
・利用者数：路線全体9,213人
・収支率：全体7.7％（路線単独
18.8％）

利用者数は未達成であり、収支
率は路線単独であれば達成して
いる。

【特記事項】
　再編以降の利用者数推移を見ると市
内路線では高い水準で推移しており、
対前年比の利用者数はコロナ以前で
はほぼ同等、また６月以降の利用も対
前年比で-２％であり利用が戻ってきて
いる。２月～５月に対前年比-20％程度
に減少しており、コロナ禍での影響を
受けている。
　利用者の多くが高齢者であることか
ら、生活に必要不可欠な路線であるた
め、比較的コロナの影響が少なく回復
も早かったものと思われる。
　利用状況を注視しながら、路線維持
及び改善に努めたい。

C

【目標】
・利用者数：5,500人
・収支率：10％以上（全体）

【結果】
・利用者数：路線全体3,491人
・収支率：全体7.7％（路線単独
4.4％）

利用者数は対前年比-27％と大
幅に減少し、収支率も達成して
いない。

【特記事項】
　当路線は、学生通学利用により利用
者数が伸びて来ていたが、コロナの影
響で特に２月～４月は学校の休校によ
り利用者数が前年の２割程度しかな
く、大幅に利用者数が減少する結果と
なった。
　6月以降は高校生利用が戻ったもの
の、出控えの影響か対前年比で75％
程度となっている。
　10月には高齢者利用を見込み、市街
地と入浴施設を往復で利用しやすい時
間帯に便を設け、また、午前中にはデ
マンド運行に繋げ病院付近まで直行で
きるよう、利用促進につながる見直しを
図った。

飛騨市

かみおか循環乗合タクシー　系統２

【運行区間】
神岡振興事務所～旧奥飛騨温泉口、
濃飛バス神岡営業所、割石温泉～神
岡振興事務所

【前回の事業評価結果】
利用状況等の把握が明確に
されていると推察されること
から効果的な施策が行われ
ることを期待する。

【今回の反映】
市内地域路線においては利
用者数の多い便であり、既
存利用者及び他の交通モー
ドへの影響があることから、
現状維持で運行した。

A
事業が計画に基づき適切に実施
された。

飛騨市

桃源郷線　系統１

【運行区間】
飛騨古川駅～中野公民館、すぱーふ
る桃源郷温泉、寺村～山王

【前回の事業評価結果】
利用状況等の把握が明確に
されていると推察されること
から効果的な施策が行われ
ることを期待する。

【今回の反映】
利用が伸びてきていたた
め、地域に定着しているとの
評価から現状維持として運
行した。

Ａ
事業が計画に基づき適切に実施
された。
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（別添１－２）

令和3年1月21日

協議会名：

評価対象事業名：

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

　飛騨市は岐阜県最北端に位置し、北は富山県、南は高山市に接し、市内及び富山市、高山市が日常の生活圏となっている。
　面積792.53㎢、人口23,461人（R1.12.1現在）、高齢化率39.17％と広大な市域において人口減少及び高齢化が進んでおり、高齢者等でも利用しやすく、
かつ、市内及び市外への生活の移動に利用することのできる地域公共交通を維持確保していくことが重要課題である。
　飛騨市公共交通網形成計画策定時（H27.3　25,855人）と比較し、約9.3％の人口減という状況ではあるが、地域公共交通の利用者数は、計画策定初年
度から比較すると次年度以降は増加し、その後は平成30年度を境に横ばい又はやや減少しており、網形成計画及び再編実施計画に伴う事業実施によ
り、路線、利用環境等が整備されて地域に定着したことで一定の利用者を得られている。
　一方で、利用者となる市内人口が減少していく中にあっては、真に必要な公共交通を効率的に運行していくことが必要であり、また、これまで利用され
なかった市民の利用や市外からの来訪者の利用など、地域公共交通を維持確保していくことに対する市民の理解や市内外に対する利用促進を強化し
ていくことが必要である。
　令和３年３月末をもって現行の『飛騨市地域公共交通網形成計画』の計画期間が終了となるが、当該計画により形成された地域公共交通網及び公共
交通へ取り組む方向性を継承する計画として、令和３年４月を始期とする『飛騨市地域公共交通計画』を策定し、現状の地域公共交通網の確保維持に
より通院、通学、買物といった最低限のＱＯＬを保障しつつ、地域の実情や社会情勢に合致するよう適時路線やダイヤの見直しをおこない利便性・効率
性の向上を目指していく。

飛騨市公共交通会議

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
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飛騨市公共交通会議

1

平成１８年１１⽉９⽇設置

フィーダー系統 令和元年６⽉２７⽇ 確保維持計画策定等

令和２年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価概要（全体）

中部様式



１.直近の二次評価の活用・対応状況 2

直近の二次評価結果 事業評価結果の反映状況
（具体的対応内容） 今後の対応方針

【評価できる取組】
通学補助が浸透し利⽤者数
が増加している。

・引き続き通学補助を実施してい
る。

・高校通学に対応するため、ＪＲ
と接続する便を新設した。
（宮川線）

・通学利⽤便に予約制を導入し、
効率性の向上をはかった。
（稲越線、⽉ヶ瀬、宮川線）

・⽚道利⽤の利便性向上のため、
回数券を導入した。

・通学補助については、
継続する。

・ＪＲ、幹線バスとの接続
等、随時必要なダイヤの
⾒直しを⾏う。

【期待する取組】
利⽤状況等の把握が明確に
⾏われていると推察される
ことから今後の効果的な施
策に期待する。

・市内路線全体的に、利⽤の少な
い便を廃⽌した。

・便の廃⽌に伴う代替手段として、
既に運⾏しているデマンド式乗
合タクシーの台数、運⾏時間を
増やした。

・利⽤が⾒込める時間帯及び地域
については、新たに運⾏を開始
した。

・⾒直し後においても利⽤
状況や運⾏費⽤等の把握
につとめ、地域の実情に
合った運⾏につとめる。



2.協議会が目指す地域公共交通の姿 （Plan） 3

【主な方針】
最低限のサービス⽔準を極⼒確保し、効率的で低コストな地域公共交通網を形成し、維持する。
【目標】
○整備・運⾏ ︓市⺠のQOLの保障（通学・通院・買物の足）
○持続性 ︓⼀定の事業費内で維持、⼀定の収⽀率、利⽤者数の増加
○利⽤促進・啓発 ︓市⺠の理解度向上、意識改⾰、観光客の満足度向上
【期間】
飛騨市地域公共交通網形成計画
︓平成27年４⽉〜令和３年３⽉

飛騨市地域公共交通再編実施計画
︓平成27年４⽉〜令和２年９⽉

地域の特性
古川町 他の移動手段などが多く、公

共交通を利⽤する⽂化がない。

河合町
宮川町

集落が点在している。以前よ
りデマンド運⾏実施。

神岡町 町中でも高低差があり、公共
交通の利⽤が多い。



43.目標達成に向けた公共交通に関する具体的取組み内容 （Do）

事業名 内容 効果
路線運⾏の⾒直
し（削減）とデ
マンド運⾏の強
化

・ワークショップでの⼀緒に考える場
の創出及び地域住⺠の意⾒の収集

・利⽤状況に応じた減便、増便
・デマンド式乗合タクシーの強
化及び新規路線開始

・乗合タクシー⾞両のバリアフリー化
・市⺠ドライバーによる運⾏

・運⾏の効率化
・利便性の向上（ドアto

ドア⾞両台数の増加、選択
肢の増加）

通学利用便の予
約制の導入

・朝、⼣の通学時間帯の便へのＷｅｂ
予約システムの導入（電話予約可）

・運⾏の効率化（必要な場合
のみ運⾏）

住⺠説明会の実
施

・４町各２回（昼・夜）実施
（バス時刻に合わせた時間設定）

・変更内容だけでなく地域公共交通の
必要性等について説明

・お試し利⽤券の配布

・身近な公共交通の周知
・利⽤方法の伝達
・公共交通への関心の向上
・新規利⽤者の獲得



54.計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

区分 目標（R2末） 指標 実績 評価
整備
・
運⾏

市⺠のQOLを確
保

整備状況の納得度
70％

平成30年度調査実施
70.4％

○

持続
性

市営・赤字補填
バスを⼀定の事
業費で効率的に
維持

平成25年度未満
97,114千円
※4⽉〜3⽉

令和２年度（⾒込み）
96,907千円
※4⽉〜3⽉

○

市営バスの収⽀
維持

10％ 4.1％
(フィーダー補助路線7.7％)

×

利⽤者数増加 10％増加
82,120人 41,399人

△

利⽤
促進
・
啓発

市⺠の理解度、
維持に協⼒する
⽐率の増加

市⺠協同のバス運営
の導入意向
※前回公共交通への
転換意向 40.4％

平成30年度調査実施
66.8％

○

観光客の満足度
の向上

観光客の満足度 調査未実施 －



【各路線の状況】 単位︓人

6

路線名
※ﾌｨｰﾀﾞｰ補助路線

R2実績値
（利用者数）

R1実績値
（利用者数）

R1→R2

増減率
参考︓網形成計
画の目標値

神岡古川線（幹線）【参考】※系統変更 95,087 163,337 －41.8％ －
神岡猪谷線（幹線） 7,858 4,227 85.9％ 7,600

吉田線（幹線） 7,858 11,775 －33.3％ 1,430

畦畑線 858 951 －9.8％ 1,250

太江線 1,027 1,079 －4.8％ 5,570

桃源郷線(※) 3,491 4,788 －27.1％ 19,770

稲越線 829 918 －9.7％ 10,210

⽉ヶ瀬線 2,323 3,030 －23.3％ 9,480

宮川線 1,192 1,847 －35.5％ 9,610

柏原線(※) 1,721 1,284 34.0％ 7,440

神岡東部線(※) 2,399 2,417 －0.7％ 1,570

山之村線 957 1,329 －28.0％ 2,750

かみおか循環乗合タクシー(※) 9,213 9,864 －6.6％ 1,220

河合・宮川乗合タクシー 1,673 1,972 －15.2％ 2,440

合計 41,399 45,481 －9.0％

4.-2計画の達成状況の評価指標とその結果 （Check）

【評価】
通学利⽤の有る路線については、コロナ禍の影響を強く受け⼤きく減少している。⼀方で、高
齢者の利⽤が多く、⽣活路線としての利⽤が多い地域路線については減少割合が少ない。



5.自己評価から得られた課題と対応方針 （Act） 7

課題 取り組み ⾒込める効果 予定時期
利⽤促進活動の不足 ・高齢者向けの公共交

通説明会の開催
・新規利⽤者の獲得
・利⽤者数の増加

随時

コロナ禍での地域公
共交通の維持

・安心安全利⽤の広報
・情報収集

・利⽤者の意識改⾰
・⽀援策の検討

随時

運転手不足の解消 ・事業者への二種免許
取得⽀援

・安定した運⾏ 令和３年４⽉



6.総括（網形成計画・再編実施計画） 8

効果

・地域公共交通網の形成と運⾏環境の整備
・⾏政が主体となって進める地域公共交通事業の推進
・公共交通施策のノウハウの蓄積

課題
・地域の意識改⾰
必要な公共交通に目を向け、地域で守り育てる意識の醸成

・利便性と効率性の両⽴
利⽤しやすく、無駄のない地域公共交通の形成

・担い手の確保と育成
運転手不足の解消、公共交通事業者の事業継続、⾏政の人材育成



協議事項３．実証実験神原峠線の期間延長について 

 

 

１． 期間延長について 

 平成 31 年４月１日から実証実験運行を開始した神原峠線について、古川町市街地への買い物

を目的とした一定の利用需要があることが判明した。ただし、利用者数自体は少なく現状のバス

車両での定時定路線が適しているとは言い難い状況にある。ついては、実証実験終了後に現在の

移動需要を補完できる路線を検討するため、改めて期間を延長したい。 

 

 

２．延長期間について 

 令和３年４月１日～令和３年９月 30 日 

 

 

３．利用状況について                             ※単位：人 

時刻 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 合計 

神岡 BC  8:05 6 2 4 3 5 11 6 6 4 44 

神岡 BC 11:40 17 15 13 18 13 15 20 21 12 144 

古川駅   9:09 16 4 0 5 9 7 1 4 1 47 

古川駅 13:20 10 13 12 17 10 9 18 21 18 116 

合計 49 34 29 43 37 42 42 52 23 351 

                            ※対前年比（4月～12 月）20％増 

 

 

４．実証実験終了後の代替路線案について 

 ・大量利用は見込めないことから、効率性の観点からミニバン車両での運行を検討する。 

 ・セミデマンド方式（例：山之村線）を検討する。 

・濃飛バス古川神岡線の運行経路外の運行経路とする。 

 ・現在の実証実験に要する費用内での運行を検討する。 

 ・利用者、地域から分かりやすいように移動目的に合致したネーミングとする。 


